
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（木曽地域） 

平成２９年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目

毎に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 田立地域防災・救命体制づくり事業 

事業主体 

（連絡先） 

田立地域振興協議会 

事務局 南木曽町役場もっと元気に戦略室 松原 佳範 0264-57-2001 

事業区分 安心・安全な地域づくり 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費 598,752  円（うち支援金：453,000円） 

 

① 住民による地域防災・救命活動

への意識の向上 

機器の使い方や対処方法など

の確認 

 

※自己評価【Ａ】 

【理由】 

防災講習会へ多数の参加者が居た

こともあり、改めて住民意識が高

まった。 

【防災訓練の様子】 

 

 【目標・ねらい】 

 

① 木曽広域消防に協力をいただき、田立地域全体の住

民を対象とした防災訓練・救命訓練を実施した。 

10月 8日（日） 旧田立小学校グラウンド 

 約 200名参加 

 向粟畑地区において孤立したことを想定した防災・

救命訓練開催を実施した。 

 12月 3日（日）向粟畑集会所 25名参加 

田立地区では災害時に孤立する恐れのある集落が点

在している。災害発生時に置ける初期防災機材を充実さ

せ不測の事態に対応するためＡＥＤを含む防災機材を

整備する。 

・防災機材の購入 9月～10月 

・防災訓練・救命訓練 10月～12月 

 向粟畑地区防災訓練開催 

ひきつづき、地域住民が集まる機会などに機材を活用し防災・救命講習会を行っていきたい。 

また、今回の活用事例が町内各地区にも波及するよう周知活動にも努めたい。 


